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様々な化学合成に用いられている固体触媒は複
雑な構造を有し、表面における触媒活性構造の
詳細を知ることは依然として難しい。更に、目的
の反応に応じた触媒表面の精密設計も確立さ
れていない。固体触媒における触媒活性構造を
理解して、分子レベルで固体表面に金属活性種
を設計・構築する方法が求められている。

金属錯体を用いた固体表面での触媒活性
構造の構築
RuやMnなどの錯体・クラスターをシリカやア
ルミナなどの酸化物表面の水酸基と反応させ
ることで、新しい固定化金属錯体・クラスター
触媒を創製した。また、固定化表面の化学
修飾により、選択性や触媒安定性などの性質
を付加した新しい触媒表面の構築にも成功し
た。

先端XAFS分光法を用いた固体触媒のミ
クロ構造の解析
高輝度放射光X線ナノビームを用いた顕微
XAFS法の開発を行い、実固体触媒粒子1粒
内部の元素の化学状態の違いを可視化するこ
とに成功した。また、固体触媒１粒の表面に担
持した金属触媒の局所配位構造を解析するこ
とにも成功し、これまでわからなかった固体触媒
粒子内部の構造不均一性を直接捉える方法と
して顕微XAFS法が有効であることを見出した。

金属錯体を酸化物固体表面と反応させ、固体表
面における様々な活性構造を配位構造の規定さ
れた金属活性構造を表面に構築する。また、放
射光を用いた先端XAFS計測法により、固体触
媒のミクロ構造やそのダイナミックな動きを明らか
にする。

代表論文：Angew. Chem. Int. Ed., 51, 9361-9365, 
(2012) (Hot Paper)
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一般雑誌：月刊化学「インタビュー　触媒が活性を持つ理
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特記事項：論文掲載誌表紙に選定 (3回) 様々な化学合成反応や合成物質に対して、

自在に触媒表面を構築できる触媒表面の設
計法の確立が望まれる。また、これまでブラッ
クボックスであった実固体触媒におけるミクロ

構造の多様性が、固体触媒作用に与える影
響を理解することで、より高活性な触媒開発
の基盤情報となることが期待される。

表面を媒体とした金属錯体固定化と表面修飾による触
媒表面の創製。

X線ナノビームを用いた顕微XAFS法の原理と明らかにしたPt/
Ce2Zr2Ox触媒粒子内部のCe酸化状態の2次元マッピング。


